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フロイトの学説(精神分析)の成立を問題にする場合,検討すべき方面はおよそ三つに

分かれるだろう｡

ひとつは,広義の影響関係で,間接的一般的で基盤的なものである｡フロイトの育った

家庭や環免 フロイトが受けた教育や個人的な体験,さまざまな読書体験,交友やユダヤ

人であったための特殊な体験など,おもに個人的で具体的な経験要因である｡このような

ミクロの環境要因のほかに,当時の--プスブルク帝国やウィーン社会の思想や学由の動
向や状況など,フロイト個人のみならず,当時の人々に共通する思考や感性の基本的な枠

組となったマクロの環境要因もある｡

ふたつ目は,これも影響関係だが,より狭く,専門的なものである｡フロイトの学説に

対し,直接あるいは人を介して間接に影響を与えた学説や考えである｡フロイトの学説ほ

むろん独創的で画期的なものだが,そこにほフロイトと同時代あるいは前の時代の学者の

唱えた説や考えあるいほ概念や言葉がかなり使われている1)｡たとえば,リビドーLibido

という言葉は,当時の学者の間ではふつうの用語であり,フロイトがほじめて用いたもの

ではないし,無意識unbewuL3t, Unbewuf3tsein, das UnbewuL3te という言葉も当時の学

界･思想界ではかなり行き渡っていた2)｡フロイトの有名な抑圧Verdr畠ngung (ひとが無

意識にある考えを意識から排除する｡押し除ける)という考えも,フロイト以前から,あ

る考えが意識から排除されるという客観的記述的な意味でなら,後述するように,心理学

でほごくふつうに使われていた｡フロイトほ既存の考えや言葉の意味を珠め,あるいはそ

れに新しい意味を与えて,独自の発見を語る体系のなかで使用した｡他人の用語や概念ほ,

フロイトにとっては,発見のための手掛りや突破口となって,学説形成を助ける役割を果

たした.フロイトに対し具体的な示唆を与えた人々にほ,ブロイア-,マイナート,シャ

ルコ-,ベルネーム,フェヒナ-, -ルバルト,べ-ネディクト,ジャネなどがあげられ

る｡精神分析理論の応用といってよい文化人類学や社会心理(群集･[J理)などの分野では,



128 岩 切 正 介

ダーウインやタルドなどである3)｡

しかし,フロイトの学説を成立させたより本質的な真の要因ほ,フロイトの治療経験

(症例分析)と自己分析である｡この二つから得られた知見と洞察がフロイトの学説の独

自の基本内容であるから,これがフロイトの学説の成立について語らなくてほならない三

つ目のものになる｡

以上が,フロイトの学説の成立を論ずる場合のおよその見取図である｡

本稿で問題にしたいフロイトと-ルバルトおよびリントナー両者との関係は,この見取

図でいえば二つ目のものに属する｡ -ルバルトJohann Friedrich Herbart (1776-1841)

ほ,ヨーロッパのみならず日本でも盛名のあったドイツの哲学者･心理学者･教育学老で

ある｡哲学でほライブニッのモナドに似たレア-レRealeを基本にした体系をたて,心理

学でほ表象Vorstellung4'の力学で心理過程(現象)を統一的に説明し,教育学でほ道徳的

規律を目標にすえた教育体系を提唱した｡ -ルバルト自身ほ,ドイツの大学を離れること

ほなかったが, --プスブルク帝国でほ-ルバルト学派が形成され, -ルバルトの思想を

広く普及させた. -ルバルトの教育学ほ, --ブスブルク帝国の教育改革(19世紀後半)

の基本理念ともなり,その心理学ほリントナーによって編述され,ギムナージウムの教本

として19世紀の後半およそ半世紀にわたって--ブスブルク帝国で広く使われ,フロイト

もこれをギムナ-ジウムの最終学年で学んでいる｡

フロイトと-ルバルトの関係で問題とされるのほ,両者が心理過程を力動的に見た点で

ある.フロイトのJbの見方は,実は一元的ではない.フロイトは一つの観点からではなく,

三つの観点から,心を合成的にとらえた｡その方が経験的に実態に近く,理論的にも(柄

理を含む) JLhの諸現象を説明しやすく,また何より治療面で有効だったからであろうo

フロイトのJむに対する三つの観点のうち,心に,意識･前意識･無意識という三つの領

域(初期理論),あるいほ超自我･自我･エスというやはり三つの領域(後期理論)を想

定するのが,いわゆる局所論的観点といわれるものである｡当時の医学界でほ,大脳につ

いて,大脳の各部位それぞれに特定の枚能があるとする理解いわゆる大脳局所論が主流で,

フロイトが研修医時代に師事したマイナートなども,この考え方を代表する学者であった｡

フロイトの考えた心の空間的構造も,ある意味でほこれと平行関係にあると見られなく､も

ない.ただ違う点ほ,マイナートたちが心理過程を大脳や神経における生理的･解剖学的

基礎(物質的過程や実体)と結びつけて理解しようとしたのに対し,フロイトは,心の三

つの領域といっても,物質的基礎とほ別に,ただ純粋に心の磯能あるいほ内容を考え,そ

れを比噴的に表現しようとしたことである｡

フロイトほまた,いわゆる情動-フロイトの場合ほ,怒り,恐怖,嫌悪,不快,驚博,

不安,歓び,落胆,憎しみ, (悲)餐,悲しみなど突発的で明確で,ある程度の激しさを伴

う感情のほかに,漠然とした感情すべても含む一にほ,心的エネルギーが負荷されてお

り,たとえば,そのエネルギーが当の情動から離れて身体へ流れていったものが,神経症

の(身体)症状をひきおこすと考えていた.また心的エネルギーは,特定のJLl像(表象)

につねに固定されているとほ限らず,引き上げられて他のものに充当されるということも

考えていた｡フロイトの場合,人間の覚える快不快は,エネルギー量の減少と増大に関連
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させられているし,いわゆる快感原則もこれで説明されている｡エスの持つエネルギー

(人間の持って生まれた基本的心的エネルギー)の一部が,自我や超自我のエネルギーに

転化されて使われ,またリビドーが性目的のためばかりでなく,一部ほやはり転化されて

文化目標にも使われる(いわゆる昇華)ことになるとも考えていた｡このように心的過程

のすべてに,さらに心と身体をつなく小通路に,エネルギーの移動や転化など,つねにエネ

ルギー現象をみるのがエネルギー的(経済論的)な観点である｡

さらにフロイトほ,たとえば心にほ抑圧という機能があると考えていた｡本人にとって

不快であったり,認めたくない感情や考えや体験,恥かしかったり,社会的にも認められ

ない考えや感情は,ひとほ意識から排除し,忘れようとする｡しかし!意識から追い払わ

れた観念や体験の記憶ほ,心の外-押し出されることにほならず,本人の無意識の世界へ

追いやられるだけで, (たえず)再び意識の世界-浮かび上ろうとするし, (たえず)意識

に作用を及ぼす｡心ほそれを無意識のうちに検閲作用で抑えているが,この検閲がゆるむ

と,抑圧されていた観念ほ再び意識の世界-浮かび上るo あるいほ姿を変えて検閲をくく中

りぬけて意識に現われ,あるいぼ身体症状の形をとって現われる｡夢や錯誤行為(言い間

違いなど)や神経症は,このような抑圧された無意識の観念や記憶によって引き起される

というのがフロイトの考えであった｡心では一正確にほ,意識･前意識･一無意識あるい

ほ超自我･自我･エスの問で一つねに観念や記憶の力動が繰り広げられている｡このよ

うにJbを力動的な過程とみるのが,いわゆるカ動的観点といわれる5)o

以上のようなフロイトの心に対する三つの観点のうち,最後の力動的な観ノ如こ閲し, -

ルバルトとの関係が問題とされるのである｡心を力動的にとらえる点で,フロイトはヘル

パルトに似ているという指摘をはじめて行ったのは, 1914年,ポーランドのカルビソスカ

であった6)｡ついてド-ラーがこれを論証しようとした7)oジョーンズが論じ バーンフェ

ルトが指摘した8)o

カルビンスカは,フロイトの精神分析理論の概略を紹介する講演のなかで,フロイトの

考えの基本的前提が-ルバルトと似ているのほ, ｢意識の現象とその内部連関を理解する

ためにほ,無意識の心理過程も因果関係の要素として取わ入れならないしている点で,そ

の時々の意識の状態は,識囲下で互に争っている心理的な諸力の結果であり,その識開下

の心理的諸力は,消滅したり壊されたりすることはなく,いつも作用している,この心理

的諸力ほ,識閲を越えて意識の内-入りこむことに成功しない場合でも,心のなかに意向

Strebenとして存在しつづけ,好機があればまた意識の内-姿をみせようと構えている｣9'

と考えている点だという｡ただ,フロイトと-ルバルトが違うのほ, -ルバルトが表象の
動力学Dynamik der Vorstellungenであるのに対し,フロイトの場合は,情動の動力学

Dynamik der A#ekte であることだともいう10'｡他方,ド-ラーの論文でほ, -ルバル

トとフロイトの心理学の要点がそれぞれの紹介され,その類似の由来が, -ルバルト-フ

ェヒナ-ーフロイトという流れと-ルバルトー→グリージンガー-マイナート-フロイトと

いう流れにあるとされているo前者の流れが苗Tl,後者の流れが主とされているが,ド-ラ

ーのいうところを,まず副たる流れの方からみてみよう｡

フェヒナ- Gustav Theodor Fechner (1801-1887)ほ, -ルバルトの心理学を受けつ
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ぎ,それを独特な精神物理学に発展させた｡心理(精神)現象ほ,生理現象と機能的につ

ながっており,生理現象の表れと見ることができ,この生理･心理現象-かれの言葉で

いえば精神物理現象Psycbopbysik一にも,物理現象と同じように,エネルギー保存の

法則が働いており,そのエネルギーは測定可能である｡また,音や光などがある一定以上

の強をもってはじめて人間の感覚器官に感知されるように,心理(精神)現象もある一定

以上の強度をもってはじめて意識されるようになる｡したがって,意識されていないもの

ち,内的外的な契機である一定以上の強度を獲得すれば,識閥を越えて意識されるように

なり,逆に,意識されているものも,ある強度を失えば識閣下に沈んで,意識から消えるo

しかし,無意識になったJLh理(精神)現象ほ消滅するのでほなく存在し続け,意識に作用

を及ぼす｡心ほたとえば氷山に喰えることができ,海面上の部分が意識,海面下の見えな

い部分が無意識で,その量的比率ほ1 : 8だと考えられるという11)｡

他方,ド-ラーのいう主たる流れでは, -ルバルトの心理学をグリージンガ-が受け継

ぎ,それをマイナートが受け,フロイトに伝えたとされている｡

まずグリージンガ-の学説である｡グリージンガ- WilhelmGriesinger (1817-1886)

ほ著名なドイツの精神医学者であった｡グリージンガ-の場合も, -ルバルトと同じよう

に,すべての精神現象を説明する基本が,表象である｡すべての精神現象das geistige

Gescbebenほ,表象(すること),その表象の運動や表象同士の争いの結果である｡表象は

それぞれ強度を持ち,観念連合の法則に従って相互に結びついて群(系)をつくる｡対立

する(相反する)表象同士は,妨げあう｡表象のうち,その時々に意識される表象の数は

少なく,意識されないものの方が多いが,この意識されない表象は活動を休止するのでほ

なく,つねに活動しており,意識にある少数の表象よりも大きな意味をもっている｡また,

身体が外界や生体内部から受ける刺激や印象ほ,意識されないものでも作用して,気分に

影響を与え,その人の好みや共感あるいは反感の源泉となる｡

表象にほ基本的に筋肉運動をめざす,いわゆる運動衝動があり,そこから欲求Streben,

欲動Triebe,意志Wollenが生じる｡すなわち,その運動衝動が,脳を中心とする運動

神経組織から生ずれば,それは欲求Strebenであり,感覚刺激からであれば欲動Triebe

であり,意識されている表象から生ずるのであれば,意志となって,それぞれ(充足を求

めて)身体運動をひきおこす｡

表象はそれぞれエネルギー(強度の元となるもの)を持っているが,これはそれぞれの

表象に内在する固有のものではなく,本来脳が一元的に持っているエネルギーが分与され

たものである｡また脳ほ,表象にエネルギーを分与するばかりでなく,表象の座Sitzで

あり,また欲求Strebenや意志Wollenの座でもある｡

苦痛や不快感ほ,ある表象が反対表象(秤)に妨げられる(抑止される)ことから起こ

り,道に,快は,類似の表象(秤)によって促進されることから起こる｡感情Gef血1eや

情動Affekteほ, (自我に属する)表象(秤)を揺さぶり,このため表象(秤)は,促進

か妨げを受ける｡このとき,感情より情動による影響の方が大きい｡ただし,感情や情動

が表象(罪)に及ぼす影響は,各個人の体のつくりKonstitutionあるいは素質Disposition

によって異なる｡体のつくりと結びついた精神疾患の種類と強さも,個人の体のつくりま
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たは素質シこよってちがう｡

精神疾患にみられる自我の分裂とほ,表象系が一つの中心ではなく,複数の中心点に別

れて集まることである｡なお,自我とほ,感覚･思考･意志(Ftihlen, Denken, Wollen)

の容器のようなもので一つの抽象物である12)a

このようなグリージンガ-の説を受けたのがマイナートだとドーラーほいう｡マイナー

ト Theodor Meynert (1833--1892)はウィーン大学医学部のやはり有名な脳解剖学者で

あり,精神医学者であった｡マイナートの所説は,ド-ラーによれば次のようなものであ

った｡

まず,完成された成人の脳で,大脳皮質を中心に脳の仕組と働きをみるとこうなる｡外

界や自分の身体からくる刺激は,脳の中枢-伝えられる｡脳中枢で刺激を受けとるのほ,

感覚織維F血1fasern である｡ここで受けとられた刺激ほ,脳皮質(の細胞内)で,それ

ぞれ,普,光,温冷,重さ,長さ,広さ,色などに識別･転換され,今度ほそれが投影織

維Projektionsfasern (これを考えたところにマイナートの特徴がある)によって,大脳皮

質の中空球の内-向って,あたかもカメラの内-外の景色などが投射されるように,世界

像として投影され,意識化される｡

こうして生まれた世界像ほ,大脳皮質に貯えられていく｡大脳皮質の各細胞の間は,逮

合繊維Assoziationsfasernでつながっており,このため推論作用も可能になる｡大脳皮質

ではつまり,世界像(経験像)の形成,記憶像の貯え,そして推論作用など,人間の通常

の意識活動が行なわれる｡大脳は意識の座であり,意識とは脳生活Gebimlebenというこ

とになる｡

このような脳の仕組みや意識活動の仕組み自体は,人間に共通で,健常者ほもとより,

狂人でも同じである｡

ところで,外界や身体からくる刺激の本体は,物理的な力であり,それほ原子の運動に

由来するものと考えられ,それが人間の神経末端でとらえられ,脳中枢-伝えられて,普

や光,重さや色などに識別･転換されても,それは基本的には力であることにほ変りがな

い｡ (人間の脳と神経がそれをさまざまに識別するにすぎない)

なおまた,外界や身体すべては,我々人間の意識の状態Zustand unseres BewuL3tseins

であるので,それらすべては現象Erscheinungであり,ただ一つの実在das einzig Reale

は,人間の意識だと考えられる｡

大脳皮質で営まれる心理過程(マイナートの言葉でいえば脳生活)について,さらに詳

しくみると次のようになるo マイナートほ大脳皮質細胞に二つの機能を想定していたo ひ

とつほ,脳の血管を収縮またほ拡張させて,皮質細胞-の血流を増減させる役割である｡

血管が拡衷すれば,皮質細胞-流れこむ血液量が増え,細胞自体も大きくなる｡皮質細胞

内を流れる血液量が増えれば栄養供給状態が良くなる｡血流と栄養供給は,ほぼ同じこと

になる｡そこで,

1.記憶像の強度ほ,皮質細胞の栄養状態による｡栄養供給が多ければ,その記憶陵は

強度を増す｡

2.強度を増せば,記憶像ほ識闘を越えて意識化され,強度を失えば,識閥下に沈んで,
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無意識となる｡

3.個々またほ全体としても,表象(生活)の強度は,大脳皮質の栄養状態に依存する

(栄養状態が悪ければ,表象生活全体のレベルが低下する)

4.皮質細胞への栄養供給量が少ないと,当の細胞は小さい(狭い)ままなので,そこ

を通過する連合(後述)に不快(苦痛)な情動が伴い,逆に,栄養供給量が多いと,

細胞ほ大きく(広く)なるので,そこを通過する連合ほ,快(愉快)の情動が伴う｡

5.情動-マイナートが挙げるのは,たとえば,喜び,怒り,痛み,硬直などである

-ほ,このように,大脳皮質細胞の栄養供給量に影響されるほかに,記憶像が(再
生･連合において)促進されるかそれとも逆に妨げられるかに左右される｡

6.情動ほそれぞれ(表象や記憶像と同じように),快か不快かという質的側面と強度

という量的側面を持っている｡

7.人間ほ一般に,不快の減少を求めて行動する傾向を持っている｡

大脳皮質が営むもう一つの枚能は連合Assoziationである0

1.世界(外界)や自分(体内も)について知覚されたもの(個々の情報)が感覚器官

や脳幹を通って大脳皮質に達し,そこで一つのまとまった像にまとめられる｡外界

(の事物)や自分について一つのまとまった像を形成するのが,連合の基本作用である｡

2.また,記憶像ほ,半睡状態におかれているが,この連合によって目覚め,意識化さ

れるようにもなる｡連合のもう一つの機能はつまり記憶(像)の喚起である｡

3.どの連合現象にも,かならず主連合と副連合が伴う.主連合とは秩序正しい思考過

程に沿って行なわれるもので,副連合とほ,副次的現象としてあらゆる方向に向って

(無方向に)引き起されるものである｡

4.主連合の最高の目標は,脳内の像の間の関係を,外界(身体をふくむ)の対象の問

の関係と一致させることである｡つまり主観的連合を客観的連合と一致させることで

ある｡

5.主連合によって形成された連合像ほ,人間社会に蓄積され,道産として次の世代へ

伝えられ,人類の知的財産はたえず増えていく｡

6.脳の能力の病的な低下によって,副連合が相互に結びつき,現実に合致しない(非

現実的な)結びづきができ上るのが,狂気Wabnである｡

7.副連合ほ狂気ばかりでなく,宗教や神話のもとになる｡宗教や神話ほ,規模の大き

い狂気と考えられる｡

8.主連合と副連合の違いは,次の点にもある｡主連合は,攻撃表象と目標表象という

二つの極の問で形成される｡攻撃表象と目標表象が生まれる場所ほ,脳皮質の特定の

部位であるが,その部位から連合路Assoziationsbabnに(他の世界像や記憶像を引

き寄せる)引き付けエネルギーが供給される｡副連合ほ,攻撃表象あるいは目標表象

の一方としか結びつかないから,連合路に供給される引き付けエネルギーの量はそれ

だけ少なく,主連合に比べれば, 1 : 2である｡

発達した成人の脳の大脳皮質の働きほ以上のようになるが,脳にはこの大脳皮質の他に

もう一つの部分もあり,そこはまた別の機能を営んでいる｡この部分とほ,マイナートが
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皮質下部分と呼んでいる部分である｡これも加えて人間の脳の全体の仕組みと働きをみる

と,次のようになる.

脳のうち人間の誕生時から働いているのは,皮質下部分で,大脳皮質は後に発達する部

分である｡皮質下部分は,飢え,渇きなど人間の生命維持に関係する中枢である｡諸種の

感覚の中枢でもあり,見て掴むなどの反射運動もこの中枢が行う機能である｡この皮質下

部分でほ,すべてが無意識の反射反応として行なわれる｡

この皮質下部分に対応するのが一次自我das primare lchである｡飢え,渇き,その他

の動物的刺激に支配されており,自分の生命･身体の欲求の充足しか考えられない狭い,

利己的な性質を持っている｡そこほ, ｢子供的な｣ das Kindlicbeところであり,無意識の

攻撃と拒絶が行なわれ, (道徳的な)悪das B6seが形成されるところである｡この一次自

我は本来,寄生的で,まず母体,次いで他の人問の助桝こ依存し,それに寄生する｡

しかし,やがて,飢えと運動という生体の基本的欲求のより完全な充足を求めて,大脳

皮質が発達する｡大脳皮質の発達によってはじめて人間は,外界や自分の身体に対し,意

識的な思考や運動をすることができるようになる｡子供はまず対象を,感覚的･具体的に

とらえる段階を-て,抽象や推論の能力を身につけていく｡先に述べた,中心的故能とし

て連合が営まれるのもここであり,大脳は思考や記憶の中心となり,知性の座Sitz der

Intelligenzとなる｡

この大脳皮質に対応するのが,二次自我das sekund畠re Ichである｡ここでほ周囲の父

や母など愛する人々が取り入れられるのをはじめ,外界が広く取り入れられ,自分のこと

ばかりでなく他人のことも考えることができるようになり,利他の考えや社会性も生まれ

る｡人間の道徳教化が可能になり, (道徳的)善das Guteもここで形成される｡

二次自我は,思考し,意識的に活動し,社会性を持つのに対し,一次自我は,無意識的

で,反射反応を行い,利己的であるにとどまるo二次自我は善で大人で,一次自我ほ悪で

子供ということになる｡

ところで二次自我と一次自我の関係で大切なのほ,二次自我が一次自我を抑制するhem･

menことである.ただこの力関係ほ一方的なものではなく,一次自我の方が強い場合も

ありうる13)0

以上が,ド-ラーによって-ルバルトとフロイトをつなぐ三者とされるフェヒナ-,グ

リージンガ-,マイナートの所説の(ド-ラーによる)概略である｡

整理すると,こうなるであろう｡

三者それぞれの説明の基本的立脚点は,フェヒナ-が物理学的,グリージンガ-が生理

学的,マイナートが解剖学的および生理学的という違いはあるが,心理(精神)過程を表

象の力学ととらえている点に基本的共通点がある｡すなわち

1.心理(精神)過程は,基本的に表象Vorstellungの現象である

2.表象は互に促し合う f6rdernか,妨げあう hemmen

3.表象にほそれぞれ強度Intensit孟tがある

4･表象は,一定以上の強度を持てば,識閥を越えて意識化され,ある一定の強度を失

なえば,識閲下に沈んで,意識から消える
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5. (その時々の)意識から消えた表象も, (類似性や連合などの)原因で,一定以上の

強度を持てば,ふたたび識閥を越えて意識されるようになる

ということである｡そして,三者ともに暗黙の前提としているのほ

6. (その時々に)意識されている表象の数ほ比較的少なく,意識されていない表象の

方がはるかに多い

ということであろう｡すなわち, (今)意識されている表象とほ,当人の注意力が今向っ

ている対象一今考えたり感じていること-であるから,数に限りがある,ということ

であろう｡

三者共通の認識は以上であるが,はかに,フェヒナ-やグリージンガーほ,無意識とな

った表象は消滅したり活動を停止するのではなく,
(たえず)意識-作用を及ばすと考え

ており,グ.)-ジンガ-は無意識の表象の重要さを語る｡また,グリージンガ-とマイナ

ートは,表象は単独で存在するのではなく,かならず類似等の理由により他の表象と結び

ついて表象群(系)として存在するという｡

ところでド-ラーが,ヘルパルトとフロイト両者の心理学の問にみられる基本的な類似

点として挙げるのは

1.表象は心のなかでほ単独で存在せず,他の表象とつながって表象群(蘇)を形づく

ること(心の中味ほ,多数の表象群である)

2.意識に存在する表象は,その時々ではごく少数で,残りの表象は(力関係で),意

識されない心の部分に追いやられること

3.無意識となった表象ほ,心の外-排出されたり消滅したりすることほなく,心の意

識されないところに貯められ,再び連想等によって強度をえれば意識の世界ぺ再登場

する可能性があること

4.心でほこうしてたえず表象間の力関係(力の法則)に従って,表象が意識-のはつ

たり(識閥を越える),逆に無意識-沈んだりする(識閲下-沈む)運動状態にある

こと

に加えて

5.心とほ一つの磯械Mascbineあるいは装置Apparatに比せられるものであり

6.この内部ほ力動状態にあるものの,しかし基本的には激しい力動ではなく,逆に静

的な均衡Gleicbgewicbtを求める傾向があること

7.両者に,心身現象の把握がみられること

である14)｡

こうみてくれば,たしかにドーラーのいうように, -ルバルトと中間の三者そしてフロ

イトの心理学の問には似ている点があるのは否めない.ただ,ド-ラーがいうように,ヘ

ルパルトーフェヒナ--フロイトという流れと-ルバルト-グリージンガ-→マイナート

→フロイトという流れが｢歴史的に実在した｣かどうかは簡単には決められない｡ド-ラ

ーは,フェヒナ-の著作はフロイトが直接読んだものだという15'｡だがいつ?16)さらにま
た,グリージンガ-の学説が,マイナート本人がいうようにマイナートに受桝､れられた

のほ確かだとしても,マイナートの所説がフロイトにどう受けとられたかほ定かではない｡
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フロイトは医学部の学生として九学期目(1877/78冬学期)にマイナートの臨床精神医

学の講義をきいた｡そこで扱かわれていたのほ,一般脳解剖学と精神薄弱amentiaの特定

法であった｡さらにフロイトは,ウィーン総合病院で1882年秋から1885年秋の三年間にわ

たり,神経科の専門開業医をめざして,研修医時代をおくり,この間,内科,外科,限科,

皮膚科など各専門の研修を積んだが,精神科は1883年5月から11月までマイナートの医局

で研修した.フロイトはこのような研修活動とほ別に,全研修期間を通して,マイナート

の脳解剖学研究所に籍を置いて延髄の研究を行い,論文を発表した17'｡それほ,脳や神経

に関する解剖学的･組織学的知識が専門開業医として役に立つはか,将来,フロイト本

来の志望のように研究者になる足掛りを残しておくためであった｡ウィーン総合病院時代

にフロイトが専門分野としてめざした神経学は,当時ほ,神経病理学とよばれ,脳や中枢

神経の組織に関する知識を診断治療-といってもまだやはり治療より診断重視だった-

一に応用するものと考えられていたが,まだ学問としても病院の診科料としても独立して

おらず,患者ほ各科にばらまかれていた｡内科のシュルツ教授がこの種の患者に興味をも

っていたことから,その第四内科に比較的患者が多く,フロイトもおもにここで(1884年
4月-1885年2月),患者の診断と治療に当った｡フロイトはやがて延髄の損傷による病

気の診断で有名になり,扱った多くの症例のうちとくに三つをとりあげそれぞれ論文にま

とめている18'｡たとえばその一つは,若いパン職人を襲った(肺炎および心内膜炎も併発

して死亡) ｢脊髄および脳神経の急性多発性神経炎｣ Akute multiple Neuritis der spi-

nalen und Hirnnerven (診断･治療は1884年10月3日から12月12日o発表ほ1886年)で,

この病気は別名｢灰自脊髄炎｣といい,ウィーンではほじめての症例であった19)｡フロイ

トほ三年にわたるウィーン総合病院での研修を終えると,神経病理学の完成を目的に/ミリ

のシャルコ-のもとに留学(1885年10月-1886年2月),ウィーンに帰った後,わずかの間

だが(1886年11月頃まで)20),ふたたびマイナートの脳解剖学研究所で研究活動を行った｡

かって学生時代,フロイトはマイナートの講義を医学の専門科目ではただ一つおもしろい

と感じもし,研修医時代にはマイナートを尊敬し,またマイナートから後継者に誘われた

が,フロイトはマイナートから具体的に何を学んだかは,口にしていない｡だが,学んだ

ものが心理学でないことは,はぼ確かでほないか｡今みてきたような師弟関係からすれば,

両者をつなぐのは主に脳解剖学であろう｡この師弟関係を全体としてみれば,ド-ラーが

主張するように,心理学の知見について影響関係が歴史的に実在したとはいいきれないの

ではないか｡あるとすれば,状況証拠というべきものであろう21)o

状況証拠といえば,ウィーンの医学界自体にはそのような状況証拠がたくさんみられた｡

そもそも-ルバルトの哲学,そしてその一部をなす心理学は, 19世紀の後半にほウィーン

大学に広く知られ,学者たちの常識の一つであったといわれる｡当時の学者たちほ,医学

や理数系の学者でも,哲学や文学,絵画,音楽などに明かるく,それも,興味や関心があ

るという域を越えて,かなり高度の専門的知識をあわせもっていることが多かった｡そし

て事実,その方面で専門的論文を書いた学者も少なくない｡フロイトの師とされる学者た

ちも同じように,複数専門あるいは多芸な学者が多かった｡マイナートもブリユッケもブ

ロイアーもそうであるoかれらも-ルバルト哲学を知っており,高く評価していたとい
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う22)｡だから,マイナートに限らず,ブリユッケなど他の学者たちも, -ルバルトの哲学

や心理学をフロイトに伝える接点である可能性は十分にありえた｡ただし,これもみな状

況証拠である｡

フロイト自身はなかなかの読書家であった｡アンジューによれば, 1901年まで,つまり

フロイトが精神分析の骨格を完成させる頃までに,フロイトが論文や著作,マルタ-の手

紙やフ.)
-スへの手紙で引用また言及している作家･思想家などほ大変多い23'.ドイツ,

オーストリア,スイスなどドイツ語圏のものでほ,もっとも多いゲーテ,次いで多いシラ

ー以下, 『ニーベルンゲンの歌』,ビュルガ-,フルユヒゴット,ヘルダー,コルトゥ-ム,

レッシソグ,リヒテンペルク,ヴィソケルマン, -イネ,グリム兄弟,
C.F.マイア-,

F.ロイター,クライスト,グリルパルツァー, -ルツル, 0.パニッツァ,ジャン･パウ

ル,ノヴァ-リス,フッシュ, JJ.ダーフィト,フォンタ-ネ,ケラー, 0･ルートヴィ

ヒ,シェフェル,シュニッツラー,フィッシャー,フルダ,L･シュナイダ-,ヴィルブラ

ント, A.グリューン,レ-ナウ,ウ-ラントその他多数の歴史家, (古典古代の)神話学

者と考古学老｡哲学では,カント,シェリング,プレソタ-ノ, -ルトマン,ショーベン

ハウア-,ニーチェ(マルクスと--ゲルは読まない)｡英語圏では,第一にシェークス
ピア,他にホップズ,スウィフト,ミルトン, A.スミス,J.S･ミル,スペンサー,ダー

ウィン,G.エリオット,キプリング,キングスレ-, -ガード,スウインバーン,テニ

ソン, M.ミュラー(インド学者),ガルトン(心理学者),ボールドウイン(アメリカの

心理学者)である｡ (有名なW.ジェイムズは読んでいない)｡フランスでは,ラブレ-,

モリエール,ヴォルテール,ルソー,ユゴー,ティエール(歴史家),サルドゥ- (劇作

衣),デュマ･フユス,ドーデ,フランス,モーパッサン,ゾラ, P･ブルジェ,ビネ(心

理学者),チ-ヌ(心理学者).北欧でほ,イプセン,ナンセン(探険家),アンデルセン,

ヤコブセン｡他にアラビアの10世紀の文学『マカーマ-ト』,インドの同じ10世紀の『ヒ

トパデーシャ』であるoアンジューもいうように当然,これですべてが尽されているので

はないであろうが,ここにほ-ルバルトの著作は入っていない｡ 1901年以降もフロイトは

著作や書簡では-ルバルトに言及することはなかった｡現在ある全集や著作集,各種の書

簡集に-ルバルトの名ほ見えない｡

ただ-ケ所だけ例外で, -ルバルトの名がみえる｡その-ケ所は『夢の解釈』 (1900)に

ある｡フロイトほとくに第一章｢夢の諸問題に関する学問的文献｣を設けて,過去の夢の

研究成果を概観している｡それまでの夢の研究は,問題別にみれば,

a)夢の覚醒生活に対する関係

b)夢の材料-夢に現われる記憶

c)夢の刺激と夢の源泉

d)夢は覚醒後なぜ忘れられるか

e)心理学的にみた夢の特長

f)夢における倫理的感情

g)夢の理論と境能

h)夢と精神疾患との関係
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になるとし, -ルバルトにg)のところで触れている｡フロイトによれば-ルバルトは,

夢とほ睡眠によって精神の活動能力が低下した結果生じるもので,夢の荒唐無梧や飛躍,

不合理や不統一はそれに由来し,睡眠がしだいに覚醒に移行するにつれて夢の不合理なと

ころも減少し,完全に覚めれば通常の論理的で集中的な思考活動が回復する,と考える学

者の一人である.この学者たちは,つまり,覚醒状態における精神活動を標準とし睡眠状

態における精神活動は不完全なものとみるのである｡フロイトは-ルバルト自身の言葉も

引用し,夢とは｢徐々の,部分的で,しかし正常なものとほ大いに隔りのある覚醒｣ "ein

a11m畠hliches, partielles und zugleich sehr anomalisches Wachen"の結果生まれものと紹

介している24)｡ちなみに,先にあげたフェヒナ-なども,夢は｢半覚醒｣の産物だとみて

いた｡フロイトによれば,このように夢を説明するのが当時の医学者･生理学老の間では

支配的で, -ルバルトやフェヒナ-の他に,夢の研究家として名高いモリ
Maury (フラン

ス)などもここに入る25)｡

ところで,この第一章ほ『夢の解釈』では最後に善かれた.フロイトほ,患者や自分の

夢の分析を通して, ｢夢は(偽装された)願望充足である｣という結論に達し(1895年),

夢の仕組みの説明と分析例からなる『夢の解釈』を書いた｡最後に,学問的体裁を整える

ために,従来の諸文献(78点)を調べ,諸説をテーマ別に整理し概観した｡この夢の本に

限らず,神経症や夢の仕組みなどフロイトの精神分析本来の著作は,フロイトがそれまで

神経学老として書いてきた学術論文(1897年までにおよそ15編)26)が,専門文献をことご

とく検討した上で自説をのべるという学術論文の典型にならっているのとは対照的に,お

もに自分および患者の観察から仮説を立てるという手続きによって書かれた点に特色があ

る｡フロイトが神経症の専門家あるいほ心理学者として書いた著作は,その成立が,神経

学の学術論文とはこの点,異なるのである｡しかも, 『夢の解釈』を書いた頃にほ,フロ

イトの精神分析理論の骨子はすでにでき上っていた｡したがって, 『夢の解釈』における

ヘルパルトへの言及は,フロイトの心理学の成立に直接結びつけて語れない｡

リントナーの編述した『経験的心理学教本』なら, -ルバルトとフロイトをつなく小より

確実な接点といえるだろうo これとて間接的なものに違いないが,フロイトほともかくこ

れをギムナ-ジウムの最終学年で使用した27)｡フロイトは大学入学以前から-ルバルトの

心理学のおよそのことを知っていたと推定される｡ただどの程度か,そしてどれだけ深く

かとなれば,これほ推定もむづかしい｡いずれにせよ, -ルバルトの心理学ほ,フロイト

が大学入学時にもっていた(体系的な)心理学の基礎知識の源泉であり,心理学的にもの

を見るときの一つの視点であったという程度のことはいえるであろう｡ではその教本ほ,

どういう内容をどういう体系で語っていたのか｡それほ次回みたい｡

注

注は, a, b,
c--の略号による｡

a. Ellenberger, Henri F.: The Discovery of the Unconscio･JS. The History and
Evoluton of

Dynamic Psychiatry, New York 1970

b. Pongratz, Ludwig J. : Problemgeschichte der Psychologie, Mtinchen 1984
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c. 『精神分析用語辞典』∫.ラブランシユ/トB.ボンクリス(村上仁監訳),みすず書房1977
d. Karpinska, Luise Yon: Uber die psychologischen Grundlagen des Freudismus. In: Interna-

tionale Zeitschrift ftir arztliche Psychoanalyse, 2. Jg., 1914, 307-326.雑誌掲載は1914年だ

が,もともと1912年12月に,第二回ポーランド神経学･精神医学･心理学学会(クラクフ)で発表

された｡

e ･ Dorer, Maria : Historische Grundlagen der Psychoanalyse, Leipzig 1932

f. Andersson, 01a: Studies in the Prehistory o王Psycboanalysis, Stockholm 1962

g. Anzieu, Didier: L'auto-analyse de Freud et la d占couverte de la psychanalyse,
Paris 1959,

Nouve11e edition 1975

h ･ Sigmund Freud･ Gesammelte Schriften. Internationaler Psychoanalytischer Verlag, Leipzig/

Wien/Ztirich 1925

i ･ Brun, R∴ Sigmund Freuds Leistungen auf den Gebiet der organischen Neurologie. In:

Schweiz. Arch. Neurol. Psychiat 37, Nr. 2(1936), 200-207

5[. Lindner/Fr6hlich : Lehrbuch der empirischen Psychologie als induktiver Wissenschaft. Nach

dem gegenwartigen Stande der Wissenschaft neu bearbeitetund erganzt Yon Gustav Fr8h･

1ich. Zehnte verbesserte und vermehrte Au丑age, Wien 1891. 1)ソトナーの教本(初版ほ1858
年)をリントナーの死後,増補したものだが,増補部分ほわずかである｡

k. Bernfeld, Siegfried: Sigmund Freud, M.D., 1882-1885. In: The lnternational Journal of

Psycho-Analysis, ∇o1. 32(1951), 204-217.

1 ･ Bernfeld, Siegfried : Freud's Earliest Theories and the School of Helmholz. In : Psychoanaly･

tical Quarterly 13(1944), 341-362.なお上記二論文はSiegfried Bernfeld/Suzanne Cassie.

rer Bernfeld : Bausteine der Freud-Biographik. Eingel., hrsg. u. tibers. von IIse Grubrich-

Simitis, Frankfnrt a. M. 1981に収録されている｡

m. Gicklhorn, Ren&e: Eine Episode aus S. Freuds Mittelschulzeit. In: Unsere Heimat, XXXVI

(1965), 18-24.

n. Freud, Sigmund. Gesammelte Werke 18Bde. B豆nde 1-17 London 1940-1952, Band 18

Frankfurt a. M. 1968. Die ganze Edition seit 1960 beュ S. Fischer Verlag, Fnankfurt a. M.

1) a534頁参照

2) b175-202頁参照

3) a534-539頁また526, 528頁, b208頁参照

4) -ルバルトの心理学の基本用語となっている表象とは, j27-28頁の説明によれば,まず,感

覚的刺激によって(意識内に)生ずる色,普,匂い,味,快や痛みであり,原田となった刺激が

消えてもなお続くものもある｡さらに(眼前にはいない)友人とか(冬に思い浮かべる)春の美

しい光景なども表象である｡それからより抽象的な次元の観念や概念,考えや理念も表象であ

る｡神,徳,力,数などがその例である｡

5) c82, 94, 482頁参照｡またn第14巻85頁｢私ほ動力学Dynamik,局在論 Topik,および経済

論Okonomieという三つの座標軸によってすべての心理過程を見る見方をメタ心理学Meta.

psycbologieとよんだのである｣ (『自らを語る』1925)

6) d

7) e

8) I.また b205-206頁, f9頁, g67頁参照

9) d309頁

10) d310頁
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ll) elO6-111頁

12) e160-170頁,また129, 176頁

13) e133-142頁

14) elO3-106頁

15) el12頁

16) n第14巻 86頁(『自らを語る』1925)のフロイト自身のことばからは,いつとほ決めがたいo

17) d212頁また g759頁

18) d213-214頁

19) d214, 217頁｡またn第1巻469-470頁｡

20) g762頁

21) b206頁

22) g66頁

23) g146-149頁

24) b81頁｡なおこの著作集ほ『夢の解釈』 (1900)の初版をそのまま第2巻に再録し,
1909年以

降の増補部分は別にして第3巻にまとめてあるので,初版の内容を知るのに便利であるo

25) h82頁

26) i2061207頁.またk213-215頁, n第1巻463-487頁参照

27) m24頁によれば,フロイトがギムナ-ジウムの最終学年(1872/1873)で学んだ科目と成績は次

の通りである｡.)ソけ一編の心理学教本はこのうち｢哲学および(大学)基礎学科講義｣で使
われたものであろう｡

Religionslehre

Deutscbe Spracbe

Lateiniscbe Spracbe

Griechische Sprache

Geograpbie u. Gescbicbte

Matbematik

Naturwissenschaft

philosophie u. Propadeutik

Allgenleine Naturkunde

宗教

ドイツ語

ラテン語

ギリシャ語

地理および歴史

数学

自然科学

哲学および(大学)基礎学科講義

博物学

期当
優
優
優
優
良
良
良
優
優

第期づ
優
優
擾
優
良
良
良
優
優

第


